
令和８年度 三田市立富士小学校学校経営方針

１．学校教育目標 「わかる喜び、できる自信を実感し、人とのつながりを大切にする児童の育成」

２．めざす子ども像

① 中学校区での９年間を見据えた「めざす子ども像」

「人との豊かなつながりの中で 明るく元気に学ぶ子 あいさつができる子 思いやりのある子」

② 富士小学校のめざす子ども像

物事に興味・関心を持ち、
なりたい自分に向かって
主体的に取り組む児童。

多様性を認め合う児童。
いじめをしない、させない、
許さない児童。

人とのつながりを大切に
する児童。あいさつを通
して地域とつながる児童。

学びの中で自分の夢や
将来の希望を考え、それ
に向かって努力する児童。



３．めざす学校像 「児童の笑顔と活気にあふれた学校」

◆ 清掃指導の工夫
○学ぶ場、くらしの場として環境整備と美化に努める。
○日頃からごみを出さない、汚さない意識の向上に努める

◆ 安心・安全な生活環境づくり
○児童ひとりひとりが安心、安全に生活できる場づくり →児童ひとりひとりの学びの場の確保と、

主体的な 学びの充実
○すすんであいさつをしたり、時間を守ったりするなど、基本的生活習慣の定着
○けがや事故の防止 →実効性のある点検と対策を実施

◆ いじめについては、「どの子どもにも、どの学校においても起こり得る」ものであること
を十分認識し「いじめ見逃しゼロ」に取り組む。
→ 教職員一人ひとりの意識向上・「いじめ対応チーム」を中心とした組織対応

◆ 人権を大切にし、「豊かな心」を育てる教育活動の推進
→  児童が主体となった取組の充実（発達支持的生徒指導）

◆ ひまわり特別支援学校との交流および共同学習の質的向上

◆ 基礎・基本、読書習慣の定着
◆ ICTを最大限活用し、これまで以上に「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向けた授業改善につなげる。 →自己研
鑽及び、研究推進委員会の活性化による授業の質的向上

◆ 体験的な学習活動の充実
◆ 新学習指導要領を見据えた教育課程の改革

① 「確かな学力」を育てる

② 生徒指導・人権教育・特別支援教育の充実

③「学びの環境」、「くらしの環境」整備

安心・安全

組織・相互理解

チャレンジ・研鑽



４．めざす教師像 「リーダーシップとフォロワーシップのバランスがとれたチーム富士の実現」

（１）教育に対する情熱と使命感を持つ教師
○子どもへの愛情を大切にする。
○子どものよさや可能性を引き出す。

（２）わかりやすく楽しい授業づくりに取り組み、子どもの力を伸ばす教師
○授業力・指導力向上のため、研修・研究に取り組む。
○教育的ニーズを把握し、個に応じた指導・支援の充実に努める。

（３）豊かな人間性を持ち、児童・同僚と協働して職務に励む教師
○学年・学団での連携・相談の充実に努める。
○多様な考えを受け入れ、柔軟な発想を持つとともに、法に基づく根拠を遵守する。

（４）子ども・保護者・同僚・地域から信頼される教師
○保護者・地域の方・来客へのあいさつを大切にする。
○保護者・地域との連携による信頼関係の構築と啓発活動の推進を大切にする。
（電話連絡、家庭訪問、学年だより等の発信など）

（５）自己点検ができる教師
○「自分は間違っているかもしれない」、「本当にこれで良いのか」と常に自分を振り返り
ながら物事の本質を見極めることに努める。


